
３ 競 技 ス ポ ー ツ 

 

（１） ジュニア競技力向上事業 

本県のスポーツ技術水準向上を図るため、県内のジュニア（中学生・高校生）を対象に計

画的な指導を行い、長期的に技術力を高めることを目的として、県高体連・県中体連とも連

携を図りながら実施した。 

事 業 名 負 担 金 競 技 種 目 内   容 

負担金 

交付先 

重点強化校等特別

強化事業 

16,388 千円 

中学生関係 20 競技 

高校生関係 10 競技 

合宿・遠征等の経費 

（公財） 

長野県 

体育協会 

計 16,388 千円  

 

（２） 選手強化事業 

国体等の全国大会において入賞を目指すには、競技力を高め、維持していかねばならない。

そのため、競技団体の選手の強化及び指導者の養成と資質の向上を図った。また、本県選手

が東京オリンピック等に出場できるよう、有望選手への支援を行った。 

事 業 名 補 助 金 内     容 

補助金 

交付先 

国体種目強化 71,970 千円 

強化合宿・遠征、指導者養成及び競技用具整

備等に要する経費 

競技団体 

オリンピアン育成

支援 

3,633 千円 

本県関係選手がオリンピック等の国際大会

に出場できるよう、有望選手の国内外の合

宿、国際競技力向上の為の練習環境整備等

に要する経費 

マルチサポート 2,066 千円 

合宿・大会に医・科学サポートチームを派遣

することに要する経費 

（公財） 

長野県 

体育協会 

第 82 回国体に向

けた競技力向上特

別対策事業 

15,596 千円 

第 82 回国体で、開催県としてふさわしい成

績を収められるよう計画的・組織的に競技

力向上を図る。競技力向上対策本部の運営

(※)及び選手発掘・育成プログラム等に要

する経費 

長野県競

技力向上

対策本部 

計 93,265 千円  

 

※【長野県競技力向上対策本部の運営状況等】 

①本部会議 

会議名等 開催日 

長野県競技力向上対策本部設立総会及び 

第１回本部会議 

平成 30 年６月６日 

第２回本部会議 平成 31 年 ３月 13 日 

 

 



②強化対策委員会 

会議名等 開催日 

第１回強化対策委員会 平成 30 年 ６月 19 日 

第２回強化対策委員会 平成 30 年 10 月 30 日 

第３回強化対策委員会 平成 31 年 ２月 ８日 

③専門委員会 

会議名等 開催日 

第１回合同（競技・医科学）専門委員会 平成 30 年 ６月 19 日 

第２回合同（競技・医科学）専門委員会 平成 30 年 ７月 31 日 

第３回合同（競技・医科学）専門委員会 平成 30 年 ８月 28 日 

第４回合同（競技・医科学）専門委員会 平成 30 年 10 月 18 日 

第５回合同（競技・医科学）専門委員会 平成 31 年 １月 28 日 

④長野県競技力向上基本計画の策定 平成３１年３月 

⑤ジュニア選手発掘・育成事業の実施 

ア NAGANO スポーツキラキラっ子育成プロジェクト 

  対 象：小学校４～６年生（選抜） 

  選考会：第１次選考会 平成 30 年７月 21 日・22 日 

第２次選考会 平成 30 年９月１日 

  育成プログラム：12 回実施 

イ スポーツ体験教室 

  対 象：小学校１～３年生 

  実施状況：４回実施 

  参加者数：242 名 

ウ トランスファー事業 

  対 象：中学校１~高校３年生 

  実施状況：１回実施 

  参加者数：10 名 

 

（３） 発掘事業 

事 業 名 負 担 金 競 技 種 目 内   容 

負担金 

交付先 

ＳＷＡＮプロジェ

クト 

3,501 千円 

スキー 

スケート 

カーリング 

ボブスレー 

リュージュ

スケルトン 

冬季オリンピックメダリストとな

る資質を有する小学生等を発掘・

育成するため、フィジカル・心理

学・栄養学からなる共通プログラ

ム、競技団体による専門種目実技

トレーニング、保護者向け研修会

等に要する経費 

（公財） 

長野県 

体育協会 

計 3,501 千円  

 


